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技術の概要

個人情報の匿名化技術

〇k-匿名化された個人情報とは
k人以上が同じ属性値の組み合わせを持ち、区別できない状態に変換

〇本技術でのk-匿名化された個人情報の生成法

匿名化によるデータの情報量の損失の少なさよりも、サービス提供者が推薦したい情報の属性
のデータが残るよう、TF-IDF法を用いて属性を重みづけして匿名化されたデータを生成

・個人情報保護法で求められている匿名加工情報の作成

・プライバシーを保護しつつ個人にあった情報推薦システムサービス
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・個人情報保護法で求められている匿名加工情報（k-匿名化された情報）の生成を実現

・ k-匿名化に利用されるアルゴリズムでは、匿名化された際になるべく情報を残すように匿名

化するが、本技術では、サービス提供者ごとに必要な情報は異なるという観点から、サービ

ス提供者が情報提供（推薦）したい情報に基づいて、個人情報を匿名化する

・サービス提供者ごとにあった匿名化された個人情報の提供が可能
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